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２０２０年のカレンダーも、最後の１枚になりました。今学期のまとめの学習 

係活動をがんばりましょう。 

 新型コロナ感染症については、連日の報道による感染拡大が気になりますね。 

東中では、石けんによる手洗いの励行、マスクの装着、校舎内の消毒、加湿と 

休み時間ごとの換気などを中心とした予防対策を今後も続けていきます。 

また、コロナ禍におけるインフルエンザの流行についてですが、今のところ、 

全国的にも感染者は例年と比べてとても少ない状況です。しかしながら、関東圏 

や東海地区、関西地区等人口の多い所では罹患者が見られますので、人々が帰省 

等で移動する年末年始以降は十分注意が必要です。 

（12/７現在 今シーズンの福島県内での児童生徒のインフルエンザ罹患なし） 

 自宅でも、丁寧な手洗いと換気を行うともに、十分な休養とバランスのとれた 

栄養で感染症を予防しましょう。 

 

       １２月の保健目標 

         ○かぜを予防し、寒さに負けないからだをつくろう 

＜保護者さまへ＞ 

≪インフルエンザ 出席停止期間について≫ 学校保健安全施行規則第19条  

 

   インフルエンザの出席停止期間について、確認をお願いします。『発症した後５日を経過し、かつ、解熱

した後２日を経過するまで』となっています。熱が下がって元気なのに．．．と思われる場合もあるかと思

いますが、集団への蔓延防止と本人の重症状化予防のために必要な措置であり、欠席扱いにはなりませんの

で、ご理解とご協力をお願いします。 

   出席停止期間の日数は、受診して診断された日を０日目とし、その翌日から１日目と数え５日目までお休

みすることになります。受診日以前から症状が出ている場合でも受診日翌日から数え始めます。また、例え

ば受診日から４日目でようやく熱が下がった場合などは、５日目・６日目は様子を見ながら安静にしていた

だき、７日目からの登校となります。なお、停止期間については、診断後、学校に連絡いただいた際、保護

者様と学校とでお互いに確認をしたいと思います。 

  また、万が一、冬休み中にインフルエンザにかかってしまった場合も、出席停止期間に準じて外出を控え

ていただくようお願いします。      

≪健康カードについて≫  

 ２学期の発育測定結果と視力検査の結果を記入しましたので、お子さんと一緒にご覧いただき、着実な成長を 

確認し、喜び合う機会としていただければと思います。なお、ご覧になられましたら押印後、担任まで戻してい 

ただきますようお願いします。（１２／１４迄回収） 

≪健康観察について≫  

毎朝の検温と登校前の健康観察をありがとうございます。頭痛やだるさなどがある場合には、熱がなくとも登

校をひかえ、様子を見ながら受診していただくようお願いいたします。なお、感染拡大防止のために、帰宅後と

週末の不要な外出はできるだけ避けていただくよう、ご協力をお願いいたします。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスクをつけよう！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

新型コロナウィルス感染症については、専門家でもまだまだわからないことがたくさんあるといわれてい

ます。自分でできることをしっかりと行うこと、そしてそれを続けることが大切です。多くの感染症と違う

ところは、感染後から発症前の潜伏期間といわれる時期においても、ウィルスを放出し周りの人に感染させ

てしまう可能性が高いこと、感染しても発症することなく無症状のまま抗体だけができること（不顕性感染）

が多いのも特徴です。 

 


